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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化合物Ｉのメシル酸塩の結晶形態であって、
【化１】

　（Ａ）６．０、１０．４、１１．０、１２．０、１４．９、１９．３、２０．４、及び
２１．４の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
又は
　（Ｂ）３．２、４．３、６．０、１２．８、１７．５、１８．９、２０．６、２１．４
、及び２２．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有
する、結晶形態。
【請求項２】
　前記（Ａ）の結晶形態において、６．０、１０．４、１１．０、１２．０、１４．９、
１５．７、１８．８、１９．３、２０．４、２０．８、２１．２、２１．４、２１．６、
２２．０、２２．５、２２．９、２５．９、及び２６．４の２シータ（°２θ）値に、Ｘ



(2) JP 2019-512542 A5 2020.3.26

ＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｂ）の結晶形態において、３．２、４．３、６．０、１２．０、１２．４、１２
．８、１４．６、１５．８、１５．９、１７．５、１８．４、１８．９、１９．４、１９
．８、２０．１、２０．６、２１．４、２２．７、２３．２、２３．８、２４．８、２５
．４、及び２６．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピーク
を有する、請求項１に記載の結晶形態。
【請求項３】
　化合物Ｉのトシル酸塩の結晶形態であって、
【化２】

　（Ａ）１１．６、１２．２、１３．４、１５．４、１７．０、２０．２、２２．４、２
２．７、及び２３．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピー
クを有する、又は
　（Ｂ）６．５、１２．０、１３．０、１３．３、１５．７、１７．３、１９．４、２０
．５、及び２３．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピーク
を有する、結晶形態。
【請求項４】
　前記（Ａ）の結晶形態において、６．３、１１．６、１２．２、１３．４、１４．７、
１５．４、１６．１、１７．０、１８．９、２０．２、２２．４、２２．７、及び２３．
１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｂ）の結晶形態において、６．５、１１．６、１１．８、１２．０、１３．０、
１３．３、１５．０、１５．７、１５．９、１７．３、１９．４、１９．６、２０．５、
２２．４、２２．８、２３．１、及び２３．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパタ
ーンにおける特徴的ピークを有する、請求項３に記載の結晶形態。
【請求項５】
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、
【化３】
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　（Ａ）３．６、１２．０、１６．０、２１．２、２３．０、２３．３、２４．７、２４
．９、及び２５．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピーク
を有する、
　（Ｂ）４．２、１１．３、１１．７、１２．４、１４．８、１７．０、１７．２、２０
．７、２２．６、２３．６、２３．３、２４．１、２４．５、及び２５．０の２シータ（
°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
　（Ｃ）４．６、１１．２、１４．６、１９．９、２０．５、２４．２、２４．６、及び
２５．２の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
　（Ｄ）１１．４、１４．０、１９．６、１９．８、２２．９、２３．２、２４．３、及
び２４．５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する
、
　（Ｅ）１２．３、２１．０、２３．２、２４．０、２４．７、２５．０、２５．４、２
６．０、２６．４、及び２７．５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける
特徴的ピークを有する、
　（Ｆ）２１．５、２２．２、２３．１、２３．９、２４．１、２４．６、２５．２、及
び２６．０の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する
、
　（Ｇ）６．６、１２．３、１３．６、１６．０、１９．２、１９．６、２０．４、２１
．０、２１．１、２２．３、２３．２、２４．０、２５．３、及び２６．０の２シータ（
°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又は
　（Ｈ）１３．２、２０．３、２２．７、２１．４、２１．９、２３．６、２４．０、２
４．４、及び２５．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピー
クを有する、結晶形態。
【請求項６】
　前記（Ａ）の結晶形態において、３．６、７．２、１１．１、１２．０、１３．２、１
６．０、１７．９、１８．３、１９．０、１９．４、２１．２、２３．０、２３．３、２
４．７、２４．９、２５．７、２６．１、及び２８．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲ
ＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
　前記（Ｂ）の結晶形態において、４．２、５．３、１０．３、１１．３、１１．７、１
２．０、１２．４、１２．７、１３．０、１３．３、１４．８、１５．５、１５．８、１
６．１、１７．０、１７．２、１８．１、２０．７、２１．２、２２．０、２２．３、２
２．６、２３．６、２３．３、２４．１、２４．５、２５．０、２５．６、２６．０、及
び２８．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する
、
　前記（Ｃ）の結晶形態において、４．６、１１．２、１４．６、１９．３、１９．９、
２０．３、２０．５、２２．８、２３．１、２３．３、２３．６、２４．２、２４．３、
２４．６、２５．２、２５．６、２６．５、及び２７．３の２シータ（°２θ）値に、Ｘ
ＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
　前記（Ｄ）の結晶形態において、１１．４、１３．３、１４．０、１６．０、１６．２
、１９．６、１９．８、２１．６、２２．４、２２．９、２３．２、２３．６、２４．３
、２４．５、２５．６、及び２６．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにお
ける特徴的ピークを有する、
　前記（Ｅ）の結晶形態において、６．６、１２．０、１２．３、１３．１、１３．６、
１６．１、１９．６、２０．５、２１．０、２１．５、２３．２、２４．０、２４．７、
２５．０、２５．４、２６．０、２６．４、２７．５、２８．０、及び２８．７の２シー
タ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
　前記（Ｆ）の結晶形態において、１３．４、１６．３、１８．５、２１．５、２２．２
、２３．１、２３．６、２３．９、２４．１、２４．６、２５．２、２６．０、２６．９
、及び２８．９の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有
する、
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　前記（Ｇ）の結晶形態において、６．６、１２．３、１３．６、１６．０、１７．７、
１８．１、１９．２、１９．６、２０．４、２１．０、２１．１、２２．３、２３．２、
２４．０、２４．６、２５．０、２５．３、２６．０、２６．３、及び２７．４の２シー
タ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｈ）の結晶形態において、９．４、１１．２、１３．２、１８．６、２０．３、
２１．４、２１．７、２１．９、２２．７、２３．２、２３．６、２４．０、２４．４、
２５．６、２６．８、及び２８．５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおけ
る特徴的ピークを有する、請求項５に記載の結晶形態。
【請求項７】
　化合物Ｉのコレステリル硫酸塩の結晶形態であって、
【化４】

　（Ａ）５．０、５．８、１１．９、１２．３、１２．６、１６．１、１６．８、及び１
７．０の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又
は
　（Ｂ）７．４、１２．４、１３．１、１５．６、１６．３、１７．７、及び１９．８の
２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
【請求項８】
　前記（Ａ）の結晶形態において、５．０、５．８、１０．５、１１．９、１２．３、１
２．６、１３．２、１６．１、１６．８、１７．０、及び１９．１の２シータ（°２θ）
値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｂ）の結晶形態において、７．４、１２．４、１３．１、１３．４、１４．４、
１５．６、１６．３、１７．７、１９．５、及び１９．８の２シータ（°２θ）値に、Ｘ
ＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、請求項７に記載の結晶形態。
【請求項９】
　化合物Ｉのシュウ酸塩の結晶形態であって、

【化５】
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　（Ａ）５．０、７．３、１３．４、１７．３、２１．３、２２．５、２２．９、及び２
４．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又
は
　（Ｂ）３．８、４．３、８．１、１９．８、２０．７、２２．３、２４．９、及び２５
．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶
形態。
【請求項１０】
　前記（Ａ）の結晶形態において、５．０、７．３、１２．２、１３．２、１３．４、１
５．０、１６．２、１７．３、１８．６、２０．１、２１．３、２２．５、２２．９、２
３．３、２４．４、及び２４．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける
特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｂ）の結晶形態において、３．８、４．３、７．０、８．１、１８．２、１８．
３、１９．１、１９．８、２０．３、２０．７、２１．１、２２．３、２２．８、２３．
２、２３．５、２４．０、２４．６、２４．９、及び２５．６の２シータ（°２θ）値に
、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、請求項９に記載の結晶形態。
【請求項１１】
　化合物Ｉのエシル酸塩の結晶形態であって、
【化６】

　（Ａ）５．４、９．８、１０．８、１８．８、１９．７、２１．１、２１．８、及び２
２．３の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、又
は
　（Ｂ）５．４、１０．８、１１．０、１４．５、１７．３、１８．７、１９．６、２１
．０、２１．４、及び２２．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特
徴的ピークを有する、結晶形態。
【請求項１２】
　前記（Ａ）の結晶形態において、５．４、９．８、１０．８、１１．８、１４．４、１
５．１、１５．６、１７．２、１７．７、１８．８、１９．０、１９．７、２１．１、２
１．５、２１．８、及び２２．３の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける
特徴的ピークを有する、又は
　前記（Ｂ）の結晶形態において、５．４、９．７、１０．８、１１．０、１４．５、１
５．０、１６．０、１７．３、１７．７、１８．７、１９．６、２１．０、２１．４、２
２．１、及び２４．０の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピー
クを有する、請求項１１に記載の結晶形態。
【請求項１３】
　化合物Ｉの安息香酸塩の結晶形態であって、
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【化７】

　５．１、１０．２、１３．２、１４．０、２０．４、２１．９、及び２５．３の２シー
タ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
【請求項１４】
　５．１、１０．２、１１．９、１３．２、１３．８、１４．０、１６．０、１６．７、
２０．４、２１．９、２３．１、２３．５、２４．５、及び２５．３の２シータ（°２θ
）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、請求項１３に記載の結晶形態
。
【請求項１５】
　化合物Ｉのコハク酸塩の結晶形態であって、

【化８】

　４．２、５．１、６．６、９．９、１４．１、１８．０、及び２４．１の２シータ（°
２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
【請求項１６】
　４．２、５．１、６．６、８．０、９．９、１０．３、１３．１、１４．１、１４．６
、１７．６、１８．０、１８．５、１９．０、１９．９、２０．８、２２．２、２２．４
、２３．４、及び２４．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的
ピークを有する、請求項１５に記載の結晶形態。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の結晶形態を含む、組成物。
【請求項１８】
　化合物Ｉを含む医薬組成物を作製するプロセスであって、
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【化９】

　請求項１～１６のいずれか１項に記載の結晶形態を溶解させる工程を含む、プロセス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明は、化合物Ｉの塩を特徴とする：

【化１】

　化合物Ｉは、過剰なＲＯＳ生成により生じる酸化的傷害から器官を保護するのを助け、
さらに正常なＡＴＰ産生を回復させるのを助けることにより、ミトコンドリア疾患プロセ
スに影響を及ぼすことが示されている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４３】
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【表２８】

　最後に、本発明の好ましい実施態様を項分け記載する。
［実施態様１］
　化合物Ｉの塩の結晶形態であって、
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【化３】

　表１～２０のいずれか１つに記載される２θ値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピ
ークを有する、結晶形態。
［実施態様２］
　化合物Ｉの塩の結晶形態であって、

【化４】

　図１～２６のいずれか１つに記載されるＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有す
る、結晶形態。
［実施態様３］
　表１１～１８のいずれか１つに記載される２θ値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的
ピークを有する、実施態様１に記載の結晶形態。
［実施態様４］
　表５、６、９及び１０のいずれか１つに記載される２θ値に、ＸＲＰＤパターンにおけ
る特徴的ピークを有する、実施態様１に記載の結晶形態。
［実施態様５］
　表１、２、３、４、７、８、１９及び２０のいずれか１つに記載される２θ値に、ＸＲ
ＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様１に記載の結晶形態。
［実施態様６］
　化合物Ｉのメシル酸塩の結晶形態であって、
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【化５】

　６．０、１０．４、１１．０、１２．０、１４．９、１９．３、２０．４、及び２１．
４の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形
態。
［実施態様７］
　６．０、１０．４、１１．０、１２．０、１４．９、１５．７、１８．８、１９．３、
２０．４、２０．８、２１．２、２１．４、２１．６、２２．０、２２．５、２２．９、
２５．９、及び２６．４の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピ
ークを有する、実施態様６に記載の結晶形態。
［実施態様８］
　化合物Ｉのメシル酸塩の結晶形態であって、

【化６】

　３．２、４．３、６．０、１２．８、１７．５、１８．９、２０．６、２１．４、及び
２２．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、
結晶形態。
［実施態様９］
　３．２、４．３、６．０、１２．０、１２．４、１２．８、１４．６、１５．８、１５
．９、１７．５、１８．４、１８．９、１９．４、１９．８、２０．１、２０．６、２１
．４、２２．７、２３．２、２３．８、２４．８、２５．４、及び２６．１の２シータ（
°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様８に記載の結
晶形態。
［実施態様１０］
　化合物Ｉのトシル酸塩の結晶形態であって、
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【化７】

　１１．６、１２．２、１３．４、１５．４、１７．０、２０．２、２２．４、２２．７
、及び２３．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有
する、結晶形態。
［実施態様１１］
　６．３、１１．６、１２．２、１３．４、１４．７、１５．４、１６．１、１７．０、
１８．９、２０．２、２２．４、２２．７、及び２３．１の２シータ（°２θ）値に、Ｘ
ＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様１０に記載の結晶形態。
［実施態様１２］
　化合物Ｉのトシル酸塩の結晶形態であって、

【化８】

　６．５、１２．０、１３．０、１３．３、１５．７、１７．３、１９．４、２０．５、
及び２３．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有す
る、結晶形態。
［実施態様１３］
　６．５、１１．６、１１．８、１２．０、１３．０、１３．３、１５．０、１５．７、
１５．９、１７．３、１９．４、１９．６、２０．５、２２．４、２２．８、２３．１、
及び２３．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有す
る、実施態様１２に記載の結晶形態。
［実施態様１４］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、
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【化９】

　３．６、１２．０、１６．０、２１．２、２３．０、２３．３、２４．７、２４．９、
及び２５．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有す
る、結晶形態。
［実施態様１５］
　３．６、７．２、１１．１、１２．０、１３．２、１６．０、１７．９、１８．３、１
９．０、１９．４、２１．２、２３．０、２３．３、２４．７、２４．９、２５．７、２
６．１、及び２８．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピー
クを有する、実施態様１４に記載の結晶形態。
［実施態様１６］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、

【化１０】

　４．２、１１．３、１１．７、１２．４、１４．８、１７．０、１７．２、２０．７、
２２．６、２３．６、２３．３、２４．１、２４．５、及び２５．０の２シータ（°２θ
）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様１７］
　４．２、５．３、１０．３、１１．３、１１．７、１２．０、１２．４、１２．７、１
３．０、１３．３、１４．８、１５．５、１５．８、１６．１、１７．０、１７．２、１
８．１、２０．７、２１．２、２２．０、２２．３、２２．６、２３．６、２３．３、２
４．１、２４．５、２５．０、２５．６、２６．０、及び２８．６の２シータ（°２θ）
値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様１６に記載の結晶形態
。
［実施態様１８］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、
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【化１１】

　４．６、１１．２、１４．６、１９．９、２０．５、２４．２、２４．６、及び２５．
２の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形
態。
［実施態様１９］
　４．６、１１．２、１４．６、１９．３、１９．９、２０．３、２０．５、２２．８、
２３．１、２３．３、２３．６、２４．２、２４．３、２４．６、２５．２、２５．６、
２６．５、及び２７．３の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピ
ークを有する、実施態様１８に記載の結晶形態。
［実施態様２０］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、

【化１２】

　１１．４、１４．０、１９．６、１９．８、２２．９、２３．２、２４．３、及び２４
．５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶
形態。
［実施態様２１］
　１１．４、１３．３、１４．０、１６．０、１６．２、１９．６、１９．８、２１．６
、２２．４、２２．９、２３．２、２３．６、２４．３、２４．５、２５．６、及び２６
．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施
態様２０に記載の結晶形態。
［実施態様２２］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、
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【化１３】

　１２．３、２１．０、２３．２、２４．０、２４．７、２５．０、２５．４、２６．０
、２６．４、及び２７．５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的
ピークを有する、結晶形態。
［実施態様２３］
　６．６、１２．０、１２．３、１３．１、１３．６、１６．１、１９．６、２０．５、
２１．０、２１．５、２３．２、２４．０、２４．７、２５．０、２５．４、２６．０、
２６．４、２７．５、２８．０、及び２８．７の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパタ
ーンにおける特徴的ピークを有する、実施態様２２に記載の結晶形態。
［実施態様２４］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、

【化１４】

　２１．５、２２．２、２３．１、２３．９、２４．１、２４．６、２５．２、及び２６
．０の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶
形態。
［実施態様２５］
　１３．４、１６．３、１８．５、２１．５、２２．２、２３．１、２３．６、２３．９
、２４．１、２４．６、２５．２、２６．０、２６．９、及び２８．９の２シータ（°２
θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様２４に記載の結晶
形態。
［実施態様２６］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、



(15) JP 2019-512542 A5 2020.3.26

【化１５】

　６．６、１２．３、１３．６、１６．０、１９．２、１９．６、２０．４、２１．０、
２１．１、２２．３、２３．２、２４．０、２５．３、及び２６．０の２シータ（°２θ
）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様２７］
　６．６、１２．３、１３．６、１６．０、１７．７、１８．１、１９．２、１９．６、
２０．４、２１．０、２１．１、２２．３、２３．２、２４．０、２４．６、２５．０、
２５．３、２６．０、２６．３、及び２７．４の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパタ
ーンにおける特徴的ピークを有する、実施態様２６に記載の結晶形態。
［実施態様２８］
　化合物Ｉのフマル酸塩の結晶形態であって、

【化１６】

　１３．２、２０．３、２２．７、２１．４、２１．９、２３．６、２４．０、２４．４
、及び２５．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有
する、結晶形態。
［実施態様２９］
　９．４、１１．２、１３．２、１８．６、２０．３、２１．４、２１．７、２１．９、
２２．７、２３．２、２３．６、２４．０、２４．４、２５．６、２６．８、及び２８．
５の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態
様２８に記載の結晶形態。
［実施態様３０］
　化合物Ｉのコレステリル硫酸塩の結晶形態であって、
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【化１７】

　５．０、５．８、１１．９、１２．３、１２．６、１６．１、１６．８、及び１７．０
の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態
。
［実施態様３１］
　５．０、５．８、１０．５、１１．９、１２．３、１２．６、１３．２、１６．１、１
６．８、１７．０、及び１９．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける
特徴的ピークを有する、実施態様３０に記載の結晶形態。
［実施態様３２］
　化合物Ｉのコレステリル硫酸塩の結晶形態であって、

【化１８】

　７．４、１２．４、１３．１、１５．６、１６．３、１７．７、及び１９．８の２シー
タ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様３３］
　７．４、１２．４、１３．１、１３．４、１４．４、１５．６、１６．３、１７．７、
１９．５、及び１９．８の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピ
ークを有する、実施態様３２に記載の結晶形態。
［実施態様３４］
　化合物Ｉのシュウ酸塩の結晶形態であって、
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【化１９】

　５．０、７．３、１３．４、１７．３、２１．３、２２．５、２２．９、及び２４．７
の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態
。
［実施態様３５］
　５．０、７．３、１２．２、１３．２、１３．４、１５．０、１６．２、１７．３、１
８．６、２０．１、２１．３、２２．５、２２．９、２３．３、２４．４、及び２４．７
の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様
３４に記載の結晶形態。
［実施態様３６］
　化合物Ｉのシュウ酸塩の結晶形態であって、

【化２０】

　３．８、４．３、８．１、１９．８、２０．７、２２．３、２４．９、及び２５．６の
２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様３７］
　３．８、４．３、７．０、８．１、１８．２、１８．３、１９．１、１９．８、２０．
３、２０．７、２１．１、２２．３、２２．８、２３．２、２３．５、２４．０、２４．
６、２４．９、及び２５．６の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴
的ピークを有する、実施態様３６に記載の結晶形態。
［実施態様３８］
　化合物Ｉのエシル酸塩の結晶形態であって、
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【化２１】

　５．４、９．８、１０．８、１８．８、１９．７、２１．１、２１．８、及び２２．３
の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態
。
［実施態様３９］
　５．４、９．８、１０．８、１１．８、１４．４、１５．１、１５．６、１７．２、１
７．７、１８．８、１９．０、１９．７、２１．１、２１．５、２１．８、及び２２．３
の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様
３８に記載の結晶形態。
［実施態様４０］
　化合物Ｉのエシル酸塩の結晶形態であって、

【化２２】

　５．４、１０．８、１１．０、１４．５、１７．３、１８．７、１９．６、２１．０、
２１．４、及び２２．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピ
ークを有する、結晶形態。
［実施態様４１］
　５．４、９．７、１０．８、１１．０、１４．５、１５．０、１６．０、１７．３、１
７．７、１８．７、１９．６、２１．０、２１．４、２２．１、及び２４．０の２シータ
（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様４０に記載
の結晶形態。
［実施態様４２］
　化合物Ｉの安息香酸塩の結晶形態であって、
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【化２３】

　５．１、１０．２、１３．２、１４．０、２０．４、２１．９、及び２５．３の２シー
タ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様４３］
　５．１、１０．２、１１．９、１３．２、１３．８、１４．０、１６．０、１６．７、
２０．４、２１．９、２３．１、２３．５、２４．５、及び２５．３の２シータ（°２θ
）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、実施態様４２に記載の結晶形
態。
［実施態様４４］
　化合物Ｉのコハク酸塩の結晶形態であって、

【化２４】

　４．２、５．１、６．６、９．９、１４．１、１８．０、及び２４．１の２シータ（°
２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的ピークを有する、結晶形態。
［実施態様４５］
　４．２、５．１、６．６、８．０、９．９、１０．３、１３．１、１４．１、１４．６
、１７．６、１８．０、１８．５、１９．０、１９．９、２０．８、２２．２、２２．４
、２３．４、及び２４．１の２シータ（°２θ）値に、ＸＲＰＤパターンにおける特徴的
ピークを有する、実施態様４４に記載の結晶形態。
［実施態様４６］
　実施態様１～４５のいずれかに記載の結晶形態を含む、組成物。
［実施態様４７］
　化合物Ｉを含む医薬組成物を作製するプロセスであって、
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【化２５】

　実施態様１～４５のいずれかに記載の結晶形態を溶解させる工程を含む、プロセス。
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